
　
潮
風
が
そ
よ
ぐ
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー

ド
に
少
し
古
び
た
自
転
車
が
百
台

並
ん
だ
。
一
息
台
に
小
さ
な
シ

ー
ル
が
張
り
付
け
ら
れ
て
い
く
。

文
字
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
。
「
松
山

か
ら
平
和
の
願
い
を
こ
め
て
」

　
五
月
二
十
六
日
。
愛
媛
県
松
山

港
。
松
山
市
の
放
置
自
転
車
を
コ

ン
テ
ナ
に
詰
め
る
作
業
が
行
わ
れ

た
。
目
的
地
は
ア
フ
リ
カ
の
モ
ザ

ン
ビ
ー
ク
共
和
国
。
市
民
約
六
十

人
が
参
加
し
た
。
「
私
た
ち
は
も

っ
と
自
転
車
を
犬
切
に
し
な
き
ゃ

ね
」
。
松
山
犬
二
年
高
石
由
香
（
ニ
ｏ
）

は
言
っ
た
。

　
放
置
自
転
車
は
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

で
武
器
と
交
換
さ
れ
る
。
こ
の
活

動
も
ま
た
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能

な
開
発
の
た
め
の
教
育
）
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
長
い
内
戦
で
武
器
が
ま
ん
延
し
『

た
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
は
一
九
九
五

年
か
ら
、
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府

組
織
）
な
ど
が
自
転
車
や
農
具
を

変
わ
っ
て
い
る
。

　
　
大
量
廃
棄

の
時
、
「
だ
れ
か
の
役
に
立
ち

た
い
」
と
渡
英
。
五
年
間
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
を
積
ん
だ
。

帰
国
後
、
外
務
省
の
外
郭
団
体

に
入
り
、
国
際
協
力
の
世
界
へ

踏
み
込
ん
だ
。

鍬
」
を
見
つ
け
た
。

　
調
べ
て
み
る
と
、
平
地
が
多

市
役
所
に
掛
け
合
っ
て
み
る
や
学
校
な
ど
は
増
え
続
け
て
い

と
、
撤
去
自
転
車
の
中
に
リ
サ
る
。

い
松
山
市
で
は
自
転
車
の
利
用
　
イ
ク
ル
に
分
別
さ
れ
な
が
ら

者
が
多
い
一
方
で
、
放
置
も
大
　
「
デ
ザ
イ
ン
が
古
く
て
売
れ
な

量
に
生
ん
で
い
た
。
市
が
撤
去
　
い
」
な
ど
の
理
由
で
、
廃
棄
に

し
廃
棄
す
る
も
の
だ
け
で
年
間
　
回
さ
れ
て
い
た
Ｉ
群
が
あ
っ

　
九
八
年
、
郷
里
で
ク
ロ
ー
バ
　
約
Ｅ
千
台
。

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立
。
国
　
　
「
平
和
構
築
の
た
め
に
無
償

「
市
民
が
ア
フ
リ
カ
の
平
和
構
｀
際
協
力
の
文
献
資
料
か
ら
「
銃
　
で
譲
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」
。

築
に
か
か
わ
れ
る
な
ん
て
素
晴
ら

し
い
で
し
ょ
う
」
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

こ
ズ
ー
ひ
め
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（
松
山
市
）
代
表
の
竹
内
よ

し
子
（
四
巴
の
「
銃
鍬
」
に
対
す
る

思
い
は
熱
い
。

　
愛
媛
県
生
ま
れ
。
高
校
卒
業
後
、

地
元
で
就
職
し
た
が
、
二
十
二
歳

放置自転車１台１台にメッセージ．゜シールを

張るボランティアら＝３月、松山港

た

　○

　
　
自
ら
変
わ
る

　
放
置
自
転
車
に
は
、
シ
ー
ル
が

も
三
枚
、
張
ら
れ
た
。
｢
T
h
i

n
k
　
G
l
o
b
a
l
l
y
　
A
c
t
　
L
O

　
　
「
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
」
と
振
c
a
l
l
y
　
C
h
a
n
g
e
　
P
e
r
s
o
n

り
返
る
の
は
、
当
時
、
市
の
放
Ｅ
邨
（
地
球
規
模
で
考
え
、
地

腹
自
転
車
対
策
を
担
当
し
て
い
　
域
で
行
動
し
、
自
ら
変
わ
る
）
」
。

た
吉
田
健
二
（
四
一
）
。
撤
去
な
ど
　
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
モ

の
対
策
で
手
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
　
ッ
ト
ー
だ
。

吉
田
に
、
竹
内
は
真
顔
で
「
銃
　
竹
内
は
言
っ
。
「
銃
鍬
は
、
モ

－■－・－■■■－－■－－－－■■ａ

も
放
置
自
転
車
も
な
く
し
た
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
平
和
を
選
ぶ
市
民
・
。

い
」
と
言
っ
た
。
吉
田
に
は
「
想

像
も
で
き
な
い
言
菓
だ
っ
た
」
。

　
竹
内
の
熱
意
が
通
じ
て
二
〇

〇
〇
年
、
放
置
自
転
車
の
モ
ザ

ン
ビ
ー
ク
ヘ
の
送
付
が
始
ま

り
、
○
一
二
年
に
続
き
今
回
が
Ｅ

回
目
。
吉
田
ら
松
山
市
職
員
は

毎
回
、
協
力
を
欠
か
さ
な
い
。

ま
だ
市
内
の
放
置
自
転
車
が
減

っ
た
と
い
う
デ
ー
タ
は
な
い

が
、
竹
内
ら
を
支
援
す
る
企
業

放
置
自
転
車
で
銃
な
く
す

を
育
て
る
。
松
山
市
民
も
平
和
を

共
感
し
、
大
量
生
産
・
消
費
の
問

題
に
気
付
い
て
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
も

ち
ろ
ん
、
私
だ
っ
て
変
わ
り
続
け

て
い
る
」

　
○
三
年
六
月
、
愛
媛
県
で
開
か

れ
た
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
十
年
」
推
進
会

議
（
本
部
・
東
京
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
－
Ｊ
）

の
地
域
会
議
を
通
じ
、
竹
内
は
Ｅ

Ｓ
Ｄ
と
出
合
っ
た
。
現
在
、
Ｅ
Ｓ

Ｄ
－
Ｊ
理
事
。
「
私
た
ち
は
地
域

に
根
差
し
た
国
際
協
力
を
通
じ
て

Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
実
践
し
て
い
ま
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

■－■■■■■－■－－ｄ－■■－－■■■■・－－■■■慟－－■■■■－■－■－

１　ご意見をお寄せください。〒700-8734､山陽新

ｉ聞｢国際貢献取材班｣。ファクス(o86-245-5296)、

Iメール(kokUSai＠Sany0.9ni.eO･jp)。
⑨地域で動く○＠○
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